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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、経済構想と社会哲学を軸に新自由主義の歴史的多様性を解明した。
フリーデンのイデオロギー分析の方法およびとタイラーとジェルソンのその展開、バウチャーとヴィンセントによるイ
ギリス理想主義の研究を受け止め、これを基盤として姫野と江里口はイギリスの、黒木はアメリカの、江頭はドイツお
よびオーストリアの、姫野および関は日本の新自由主義の比較研究を実施した。深貝と新村は新自由主義を古典的自由
主義と対比した。さらに、欧米からオッタ－、トイ、モアフィールド、スロマン等の研究者を招聘し、帝国史、労働史
、政治経済政策思想に絡む20世紀の新自由主義の展開を解明した。

研究成果の概要（英文）：We elucidated the historical diversity of new liberalism on the views of both 
economic vision and social philosophy.
On the ground of analytical method of ideologies by Michael Freeden and its successors, and also on the 
study of British idealism by David Boucher & Andrew Vincent, Himeno & Eriguchi examined the new 
liberalism of UK, Kuroki of U S, Egashira of Germany & Austria, and Himeno & Seki of Japan. Fukagai & 
Niimura contrasted new liberalism with classical one. In aids of foreign scholars like Sandra Otter, 
Jeanne Morefield, and John Sloman, we advanced the studies of new liberalism in 20th century relating to 
the imperial history, labor history and politico- economic policy thought.

研究分野：経済学説・経済思想

キーワード： 新自由主義　経済構想　社会哲学　歴史的多様性　地域比較　時代比較　イデオロギー分析　イギリス
理想主義
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１． 研究開始当初の背景 

（１）20 世紀最終盤からグローバリズムの深
化の中で、自己責任、自立的個人、幸福原理
主義などをパッケージとした「新自由主義」
が宣揚された。それは福祉国家の庇護のもと
で活力が低下したとするサッチャーリズム
や、大きな財政負担からの脱却を図るレーガ
ノミクス、日本的慣行の閉鎖性を払拭しよう
とした小泉改革のもとで強烈に主唱された。 

 

（２）一方で、エスピン・アンデルセンの福
祉国家の類型論に見られるように、福祉国家
は財政や社会保障の実態面や、それを支える
政治経済の理論面も進展した。「小さな政府」
と市場メカニズムの活用、資源の効率的利用
の言説が流布し、この新自由主義を原理的に
支えるノージックやハイエクの政治哲学、社
会哲学が示され、社会を語り、経済を見直す
キーワードも急速に変化し、「新」自由主義
の言説に多様な意味が付与されてきた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、こうした一連の社会状況の変化を
念頭に置きつつ、単に後退した福祉国家に回
帰するのではなく、その経済構想と社会哲学
の関係に焦点を絞り、「新」自由主義の地域
的・歴史的な多様性を解明する。そのために
各国比較と時代比較を実施し、「新自由主義」
を思想的・社会哲学的に再検討する。 

 

３、研究の方法 

（１）リーディングカントリーであるイギリ
ス、アメリカ、ドイツ（オーストリア）、フ
ランスおよび日本における「新自由主義」の
多様な歴史的側面を、経済構想と社会哲学に
焦点を当てて比較研究する。 

 

（２）18,19 世紀の古典的自由主義の経済構
想と社会哲学に注目し、これ以前の自由思想
とおよびこれ以後の自由主義に区別し、内容
の推移について異時点間の比較を試みる。 
 
（３）20 世紀の戦間期から戦後にかけて各国
で急速に進展する新自由主義の変容につい
て、諸因子を詳細に析出する。 
 
（４）研究は以下のような 5 つの分析の柱を
持つ。 
 ①古典的自由主義の再検討 
 ②human-being、common good を継承する 

新自由主義の解明 
 ③社会主義の要素の析出 
④全体主義との対位の図式 

 ⑤格差の解析 
 
４．研究成果 
本研究により、経済構想と社会哲学を軸にし
た新自由主義の歴史的多様性が以下のよう
に解明された。 
 

（１）オックスフォード大学から政治理論の
専門家で新自由主義についても造詣の深い
マイケル・フリーデン教授（当時）を招請し、
イデオロギー分析における新自由主義の理
論分析の方法についての問題提起を受け、ま
たその弟子であるコリン・タイラーおよびガ
ル・ジェルソンから、D.G.リチーおよび啓蒙
主義との関係の示唆を受け、これらをプロジ
ェクトのメンバーで受容した。 
 
（２）イギリス理想主義についてはカーディ
フ大学のデイヴィッド・バウチャーおよびア
ンドリュー・ヴィンセント両教授を招聘し、
コリンウッドの影響および新自由主義の性
格変容について示唆を受け、これらをプロジ
ェクトのメンバーで受容した。 
 
（３）これらの問題提起を基盤に、イギリス
については姫野がホブスン、ホブハウス、お
よびボザンキットについて、江里口がウェッ
ブ夫妻の新自由主義およびそのスゥエーデ
ン福祉国家について、高哲男が D.G.リチーの
社会進化論について解明した。アメリカにつ
いては、黒木とロス・エメットがフランク・
ナイトの新自由主義を、デヴィット・シープ
レイがアメリカのプログレッシビズムを検
討した。ドイツとオーストリアについては江
頭とマックスプラント研究所のウルリッ
ヒ・ヴィットがハイエクの自由主義と社会正
義について解明した。フランスについてはソ
ルボンヌ大学のアン・コットがチャールス・
ジードの新自由主義について解明した。日本
について姫野は河合栄治郎、長谷川如是閑、
石橋湛山といった新自由主義者の主張を解
析し、関が民主党の綱領の推移を検討した。
さらに姫野は研究の進展を踏まえて、日本に
おける新自由主義研究の開拓的な著書、 
塩野谷祐一『ロマン主義の経済思想』東大出
版会、柴田秀幹『ボザンケと現代政治理論』
芦書房、平石耕『グレアム・ウォーラスの思
想世界』未来社を書評し、研究上の問題点を
抉り出した。 
 
（４）古典的自由主義の変質、新自由主義と
の対比に関して、深貝が中世主義からの古典
的自由主義の批判を解明し、新村はアダム・
スミスを基軸としながら、社会契約論、統治
論におけるは古典的自由主義の展開を解明
した。 
 
（５）20 世紀における新自由主義の展開につ
いては、ケンブリッジにおける新自由主義研
究の開拓者ピーター・クラークを継承するリ
チャード・トイを招請し、労働党と議会の関
係の変化の推移について、研究成果を受容し
た。またフリーデンの新自由主義研究および
ベン・ジャクソンの社会主義研究を継承する
オックスフォードのジョン・スロマンを招請
し、戦後のイギリスにおける政治経済的政策
思想の変化の研究成果をプロジェクトのメ



ンバーで受容した。さらに同じくフリーデン
の学燈を継承するアメリカのホイットマ
ン・カレッジのジェーン・モアフィールドを
招聘し、国際関係論における新自由主義の展
開、特にアルフレッド・ジンメルンおよびラ
ウンド・テーブルの政策思想の研究をプロジ
ェクトのメンバーで受容した。また同じくカ
ナダ、クイーン大学のサンデル・オッターを
招請し、イギリスの帝国世界における新自由
主義の展開要素として、共同体、習慣、法の
役割のクローズアップをプロジェクトのメ
ンバーで受容した。これらの研究に対し、日
本側からは、プロジェクトの外部から招聘し
た寺尾範野、平石耕と交流し、論点はプロジ
ェクトの研究メンバーにフィードバックさ
れた。 
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